
地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン！！」

[Vol.14] 
2019.3 "March" 

県内の消防団員・消防職員が一拳大彙結！

籠28園富嶋県消陪大会

雨ニモ負ケズ！

菖編町で火災陪薗1111繍が
行われました

総務省消防庁のホームページ
http://www.fdma.go.jp/ 
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月
13
日
、
都
城
市
の
沖
水
川

市
民
緑
地
に
て
、
新
春
を
飾

ー
る
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
の
最
高
気

温
は
17
℃
。
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る

陽
気
の
中
、
都
城
市
消
防
団
13
分
団
1

1
6
3
人
が
一
堂
に
集
結
。
式
の
目
玉

は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
一
斉
放
水
。
約

90
台
の
消
防
車
両
に
よ
る
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
、
会
場
を
一
望
で
き
る
沖
水
橋

の
歩
道
に
は
、
圧
巻
の
放
水
を
一
目
見

？・か

こ

．
 

緒

ん
ー
芯

と
な

ち

し
止
g＼
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1

快
晴
の
中
、

よ
う
と
い
う
大
勢
の
市
民
が
集
ま
り
ま

し
た
。消

防
関
係
者
、
市
民
と
も
に
防
災
ヘ

の
心
構
X
を
新
た
に
こ
の
出
初
式
か
ら

新
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

都
城
市
消
防

盛
大
に
新
春
を
飾
る



e 竺―~-= -一
＂消防ふれあい広場/,

マッチマンと消火器マンによる

クイズ大会

都城市消防団予防啓発分団

分団長

中原ゆかリさん

私たちの主な活動は、保育園を訪問しての

啓発活動です。体験学習や寸劇を行い、幼

児向けの防火教育に力を入れています。今

年の新たな取り組みとして」PTEC(※）の

講習会を開催する予定です。これからも活

動を通して、地域に貢献していきたいと思

います。

※」PTEC/日本救急医学会メデイカルコントロール体制検討委

員会が推進している病院前外傷観察・処置標準教育プログラム

.. ,:;.1・ 念~~ごご ヽ
100円ショップで揃えた、防災備蓄品ブース

自衛隊による炊き出しのふるまい

の
日
は
、
都
城
市
消
防
局

に
よ
る
「
消
防
ふ
れ
あ
い

l

)

 

広
場
」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
住
民
の
防
災

意
識
を
よ
り
高
め
て
い
た
だ
こ
う

と、

4
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す。
会
場
で
は
、
マ
ッ
チ
マ
ン
と
消

火
器
マ
ン
に
よ
る
防
災
ク
イ
ズ
大

会
や
防
災
備
蓄
品
の
展
示
、
子
ど

も
を
対
象
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
会
場
内
に
は
、
体

験
の
補
助
や
説
明
を
す
る
女
性
消

防
団
員
の
姿
が
。
現
在
、

53
人
が

在
籍
す
る
と
い
う
都
城
市
消
防
団

女
性
部
。
都
城
市
消
防
団
予
防
啓

発
分
団
分
団
長
の
中
原
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
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宮崎県消防協会高橋昌久会長

ロ'Ci

式典ラソパ吹奏を行った宮崎市消防

団ラッパ隊
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日本消防協会表彰旗伝達の様子

県内の消防団員・消防職員が一挙大集結！

3月16日（土）、宮崎県消防大会が宮崎市清武文化会館

で開催されました。県内の消防団員・消防職員が一堂に

会し、消防防災に功労のあった方々への表彰や、寸劇の

披露、ラッバ隊フェステイバルなどが行われました。

防
団
員
や
消
防
職
員
の
士
気

消

の
高
揚
と
防
火
防
災
思
想
の

普
及
啓
発
を
促
進
し
、
本
県
消
防
の
一

層
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
た
今
大
会
。
会
場
と

な
っ
た
宮
崎
市
清
武
文
化
会
館
に
は
、

県
内
各
地
か
ら
約
1
0
0
0
人
も
の
消

防
団
員
・
消
防
職
員
の
ほ
か
消
防
関
係

者
が
集
結
し
ま
し
た
。

大
会
は

2
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

第
1
部
は
河
野
知
事
の
あ
い
さ
つ
の
ほ

か
、
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
の
紹
介
や
消

防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び
日
本
消
防
協
会

会
長
表
彰
の
伝
達
、
県
知
事
表
彰
を
中

心
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、
消
防
団
員
3
名
に
よ

る
意
見
発
表
、
消
防
協
会
東
諸
支
部
（
綾

町
消
防
団
、
国
富
町
消
防
団
）
女
性
消

防
団
員
に
よ
る
寸
劇
披
露
の
後
、
県
内

9
支
部
の
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
が
参
加
し

て
ラ
ッ
パ
隊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ

れ
、
大
接
戦
の
末
、
都
城
市
消
防
団
ラ
ッ

パ
隊
が
優
勝
し
ま
し
た
。

災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
、
財
産

を
守
り
、
県
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す

る
と
い
う
消
防
の
使
命
を
再
確
認
し
、

盛
会
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
今
大
会
。
参

加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

且
―
出

{
#
H
上

~
{
]
i
-

大会プレイバック I 

消防団ラッバ隊フェステイバル

都城市消防団ラッバ隊

延岡市消防団ラッバ隊

需
ー 二

馨
綾町消防団ラッバ隊

西都市消防団ラッバ隊

日
向
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊

に
よ
る
模
範
吹
奏

消防団員意見発表

阜
串問市消防団

市木分団第4部団員

匹田翔さん

日之影町消防団

第3分団第13部団員

坂本泰雄さん

東諸支部女性消防団員による寸劇

木城町消防団

第1分団第2部部長

神田恒洋さん

タイトル「あやばあちゃん危機一髪。そのとき私は…」

q
 

戸コ
プロ顔負けの演技力と舞台ゼソトで、会場を大いに沸かせました。

一

＇ 
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雨ニモ負ケズ！

富編町で火災防畠Pilll繍が
行われました
3月3日、高鍋町竹鳩地区（東児湯消防組合付近）で住宅密集地

火災を想定して行われた火災防御訓練の様子をお伝えします。

団長さんに閏きました！

高鍋町消防団団長

矢野博彦さん

E】高鍋町消防団の現状を
教えてください。

当団では、昨年4月にようやく女性部が発足

しました。今後もっと女性団員を増やして、

災害発生時の後方支援や広報啓発活動などを

行っていただきたいと思っているところです。

E
 

今回の訓練は

いかがでしたか？

住宅密集地を想定した訓練でしたので、こう

いった場合は無線がどのぐらい必要なのか、

また、しっかり送水までの連携が図れている

のかという点を確認できたとても有意義な訓

練になりました。最近も火災が発生したばか

りですので、今回の訓練で良かった点、反省

点も含めて今後につなげていこうと思います。

高鍋町消防団

第 7部団員

日高孝樹さん
［消防団歴3年］

初めて訓練に参加しましたが、みなさん

テキパキ動かれていて見習う部分が多く

ありました。今回は、消火栓水利からポ

ンプ車への中継を行いました。実際の現

場でもしっかり動けるように頑張つてい

きたいと思います。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一

環
と
し
て
、
団
員
の
火
災
等

に
お
け
る
初
動
体
制
の
確
立
と
消
火
技

術
の
向
上
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
今
回

の
訓
練
。
早
朝
か
ら
降
り
し
き
る
雨
の

中
、
宮
崎
県
東
児
湯
消
防
組
合
消
防
本

部
と
高
鍋
町
消
防
団
に
よ
る
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

開
始
時
刻
の
午
前
6
時
25
分
に
な
る

と
、
一
斉
に
注
意
喚
起
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
響
き
、
各
部
が
そ
れ
ぞ
れ
出
動
し
、

各
自
の
配
置
に
ス
タ
ン
バ
イ
。
消
火
栓

と
防
火
井
戸
、
近
隣
を
流
れ
る
小
丸
川

の
水
利
を
利
用
し
、
中
継
車
を
使
っ
て
、

4
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
火
点
ま
で
の
送

水
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で

重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
情
報
伝
達
の
ス

ム
ー
ズ
さ
。
対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、

消
防
団
幹
部
か
ら
の
指
示
を
も
と
に
、

情
報
に
行
き
違
い
が
な
い
よ
う
ス
ピ
ー

デ
イ
に
確
認
が
取
ら
れ
な
が
ら
、
訓
練

は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

1
時
間
程
度
で
訓
練
は
終
了
。
晟
後

は
、
消
防
本
部
職
員
か
ら
送
水
技
術
に

つ
い
て
の
説
明
と
、
高
鍋
町
長
か
ら
団

員
へ
の
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
訓

練
は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
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そ
の
名
も

「
ケ
ス
ミ
ー
」

宮
崎
市
消
防
団
の
団
員
確
保
へ
の

取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

昨
年

11
月
に
行
わ
れ
た
「
宮

崎
市
消
防
団
音
楽
隊
20
周
年
演

奏
会
」
で
は
、
「
ケ
ス
ミ
ー
ち
ゃ
ん
」

が
音
楽
隊
と
演
奏
を
コ
ラ
ボ
す

る
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

多
く
の
市
民
に
消
防
団
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

活
躍
の
場
面
は
？

消
防
団
の

P

R
と
イ
メ
ー
ジ

ァ
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
、
平
成
17

年
に
「
消
す
ぞ
う
く
ん
」
、
平
成

30
年
に
「
ケ
ス
ミ
ー
ち
ゃ
ん
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
宮

崎
市
消
防
団
入
退
団
式
で
、
「
消

す
ぞ
う
く
ん
」
は
広
報
部
長
に
昇

任
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ッ
ト
制
作
の
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い

ち
ゃ
ん

宮
崎
市
消
防
団
に

新
た
な
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
！

宮
崎
市
消
防
団
長

高
橋
昌
久
さ
ん

来
年
度
の
目
標
を
ズ
バ
リ
！

広
報
担
当
ケ
ス
ミ
ー
ち
ゃ
ん

広
報
部
長
消
す
ぞ
う
く
ん

宮
崎
市
で
は
、
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
制
度
・
学
生
消
防

団
活
動
認
証
制
度
・
消
防
団
応

援
の
店
を
通
じ
て
、
消
防
団
の
知

名
度
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨

な
ど
の
よ
う
な
、
大
規
模
災
害
に

対
応
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か

ら
「
大
規
模
災
害
団
員
」
を
発
足

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
40
万
市
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

Ii 
宮崎市消防団キャラクター

延岡市消防団女性消防隊の愛称が決定！

その名も「とよ姫隊」

応
急
手
当
の
普
及
指
導
を

は
じ
め
、
全
国
女
性
消
防
操
法

大
会
へ
の
参
加
や
、
自
主
防
災

組
織
と
連
携
し
た
訓
練
活
動

な
ど
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
延
岡
市
消
防

団
女
性
消
防
隊
。
同
隊
は
、
今

後
の
展
開
に
向
け
て
さ
ら
に
地

域
か
ら
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
隊
の
愛
称
を
募
集
。

多
数
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

「
と
よ
姫
隊
」
に
決
定
し
ま
し

た。

「とよ姫隊」の由来

延岡の方言である「～とよ」と

いう言葉と、ひむか神話に登場

する水神「豊玉姫」をあわせ、

母のように愛にあふれる女性隊

をコンセプトにして名付けられ

ました。

延岡市消防団

女性消防隊隊員

松田早紀さん
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女性団員を含め若手

からベテラン団員が

在籍し、災害時の対

応はもちろん防犯な

どの啓発活動も行っ

ています。

~HI項恥一
従業員がひとつにな

り、火災予防、自然

災害への対処等、地

域の安全のために消

防団活動に協力して

います。

■従業員数/66名 ■消防団員数/16名（平成31年1月現在）

■協力事業所認定／都城市（平成25年）、消防庁（平成29年）

―i~~i回~!-----
消防団活動を通じて

地域の方々とコミュ

ニケーションがとリ

やすくなり、仕事に

も役立つています。

■従業員数/13名 ■消防団員数/4名（平成31年1月現在）

■協力事業所認定／門JII町（平成31年）

1111111, 削f/欝贔社和r飩冑1111111

:.1 lI三旦：
■従業員数/397名 ■消防団員数/25名（平成31年1月現在）

■協力事業所認定／日向市（平成22年）、消防庁（平成23年）
■従業員数/6名 ■消防団員数/4名（平成31年1月現在）

■協力事業所認定／日向市（平成27年12月）

消防団協力事業所表示制度とは
全国の消防団員の約70%を被雇用者が占めており、消防団を中核とした防災力の向上には、事業所のご理解・ご

協力が不可欠です。

消防団協力事業所表示制度とは、従業員が消防団員として、相当数入団している事業所や従業員の消防団活動に

ついて積極的に配慮している事業所等を各市町村において認定する制度で、現在、県内で75の事業所が認定されて

います。

80000000 
毎年3月の宮崎県消防大会開催日は「みやざき消防団の日」

3月16日（土）に開催した第28回宮崎県消防大会において、県から「みやざき消防団の日」

の制定について提案し、多数の温かい拍手により承認されました。

この「みやざき消防団の日」は、日頃から地域の安全を確保するために活動している消防団

に対して感謝の気持ちを表し、消防団員の士気高揚と消防団への加入促進を図るために制定し

たもので、平成31年度以降、この日に合わせて宮崎県消防大会を開催するとともに、さまざま

な広報活動や表彰行事を行うこととしております。

消防団員の皆さまも一緒に「みやざき消防団の日」を盛り上げていただきますようご協力を

お願いします。
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消防団だより「DAN!!」は紙だけではない！

CAN!! 
... ,.  リ"ン"』
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電子プックはもちろん。さらに読みやすくパワーアップ！！
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現場さながらの訓練で実践カアップI! 潜入！！消防署 ・消防
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男性編「マッチマンを倒せ！」

女性の団員も増えています！
一人暮らしの高齢者宅を訪

問しての防火点検や子ども

を対象にした防災教室のほ

か、人工呼吸や応急手当の

普及指導など、細やかな視

点を活かしての防災啓発な

どを行っています。 e霜
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この5年間で

獨~At

「消TUBE」始動！！
県では、消防庁の「平成28年度女性や若者をはじめ

とした消防団加入促進支援事業」を活用して、消防団

の魅力を紹介する動画「消TUBE」を作成しています。

この映像は、県の情報を動画で発信する「宮崎県庁楠

並木ちゃんねる」や「YouTube」でもこ覧いただけま

す。

現役消防団員も出演しますので、ぜひご覧ください。

地域の安全のために『一致団結！』

CAN!! 
宮崎県消防団だより「ダン！！」

[Vol.14] 
平成31年3月発行

［発行］
宮崎県総務部危機管理局消防保安課

〒880-8501宮崎市橘通東2丁目10番1号
TEL0985-26-7627 / FAX0985-26-7304 

［企画編集・デザイン• 印刷］

株式会社宮崎南印刷

〒880-0911宮崎市大字田吉350番1号
TEL0985-51-27 45 / FAX0985-52-2682 




